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令和５年度 玉東町観光パンフレット作製業務事業
1 業務の目的

玉東町では、交流人口の拡大を柱とした経済活性化によるまちづくりを目指している。このため従来のものよりも、より掲載情報を多様化させた新たな観光パンフレットを作成し、玉東町へ観光客の足が向かうように、栽培面積日本一のハニーローザ収穫体験、ミカン、梨、西瓜、苺など一年を通して色々と味わうことのできるフルーツやグルメ等の食を目的とした観光、近代日本の礎となった西南戦争遺跡をはじめとする歴史的な名所・旧跡・文化財等をめぐるフットパスなど、季節ごとの魅力や話題を発信することにより玉東町の認知度向上、交流人口及び定住人口の増加を図ることを目的とする。
2 業務の期間
　　　　　契約締結日から令和6年3月15日（金）
3 業務上限金額
３，０００，０００円（消費税及び地方消費税を含む）
4 企画コンセプト
（１）町の魅力が分かりやすく伝わるように写真やイラストを活用し視覚的に紹介し、モデルを起用しナビゲートするなど効果的に伝えること。また、紙面における記事やキャッチコピー等は、多くの人に受け入れやすい表現を心掛けること。
（２）交流人口及び定住人口の増加を図るためファミリー層を中心に手にとってもらえるような体裁・デザインとすること。
（３）アクティビティ、フォトジェニックポイント、グルメ等、現在のニーズに応じた内容を掲載するとともに、季節ごとの素材を魅力的に伝わる内容とすること。
（４）QRコード等を用いて電子媒体からの観光情報へのアクセスを容易にする要素を取り入れるなどの工夫を凝らすこと。
（５）交通アクセスなどの情報を記載すること。
5 業務内容
（１）表紙及び本文全般にわたる企画、デザイン等の作成　　　　　　　
①　企画立案、デザイン、現地取材、写真撮影、原稿作成、レイアウト、記事編集、校正等の観光パンフレット作成に必要な全ての業務を行うこととする。
②　原稿作成にはライター等執筆経験のある者を登用すること
③　カラーユニバーサルデザイン及びメディア・ユニバーサルデザインに配慮した色彩及びフォントを用いること。
④　写真、イラスト等紙面の構成に必要な資料等は、受注者において入手することとする。ただし、季節や天候等の関係で入手不可能な写真等については協議の上、発注者が所有している写真や資料を可能な範囲で提供する。
⑤　発注者の制作意図を汲み取り、より分かりやすい紙面にすること。
⑥　発注者の指示に基づき校正作業を実施すること。
（２）印刷・製本

　　　　　　　　①　サイズ等　Ａ5中綴じ（ブック型）、24ページ
　　　　　　　　②　印刷部数　20,000部
　　　　　　　　③　印　　刷　全ページカラー印刷（4色以上印刷）
　　　　　　　　④　紙　　質　90㎏以上の厚みがしっかりとしたもの
　　　　　　　　　　　　　（コート紙以外の紙を使用すること）
（３）電子データの作成
　　　　　受注者は、以下のデータを作成し、電子媒体で納品すること。
　　　　　ア　PDFファイル
　　　　　　　①　低解像度PDFファイル（ホームページ掲載用）
　　　　　　　　　ディスプレイへの表示及び印刷しても判別可能であること。
　　　　　　　　・見開きページ
　　　　　　　　・単一ページ
　　　　　　　②　高解像度PDFファイル
　　　　　　　　　画像解像度300dpi以上のできるだけ高解像度であること。

　　　　　　　　・見開きページ

　　　　　　　　・単一ページ
　　　　　イ　制作使用写真等データ
　　　　　　　　・画像（写真を含む）、図表、イラスト、文章等
　　　（４）その他
　　　　　パンフレット作成に必要な業務
　　　　　　　①　受注者は掲載する施設や店舗等から掲載の承諾を取ること。
　　　　　　　②　撮影等にあたっては必要となる各種手続きは受注者の責任のもと適切に行うこと。
　　　　　　　③　掲載内容及び写真については、関係各所に内容を照会し情報確認を受けること。
　　　　　　　④　掲載する写真やイラスト等は、原則として受注者が作成、撮影、収集、保持しているものを使用すること。
　　　　　　　⑤　画像については、著作権・肖像権などに留意すること。
6 成果物
（１）パンフレット　20,000部
（２）電子媒体（CD-R又はDVD-R）一式
（３）納入場所　玉東町産業振興課
7 業務遂行上の留意点
（１）実施計画書
　　　受注者は、本業務の委託締結後、速やかに実施計画書を作成し、発注者と協議を行った上で業務を実施するものとする。また、実施計画書には、業務の実施方法、業務行程表及び管理者の氏名を記載すること。
（２）業務管理

①　本事業の実施にあたり、当該事業の品質管理、進捗管理、課題管理等を行う管理者を配置すること。
②　受注者は、発注者に対し、品質管理、進捗管理、課題管理等の状況について、随時報告を行うとともに、業務履行にあたっての調整または確認を行うため適宜打合せを行うこと。
③　報告には、必ず管理者が立ち会うこと。

（３）届出及び報告
　　　受注者は以下の事由が発生したときは、速やかに発注者に対して届出または報告を行い発注者の指示に従うこと。
　　　　①　業務履行体制を変更するとき
　　　　②　業務履行に際して事故が発生したとき
　　　　③　発注者から届出または報告を求められたとき
（４）第三者への委託の禁止
　　　本委託業務は、原則として第三者に委託または請け負わせてはならない。ただし、本業務の一部を第三者に委託し、または請け負わせる場合であって、事前に書面により発注者の承諾を得た時は、この限りではない。
（５）成果物に関する権利の帰属
　　　　①　受注者は、成果物に係る受注者の著作権（著作権法第21条から第28条までに規定する権利をいう。）を成果物の引渡し時に発注者に無償で譲渡する。
　　　　②　発注者は、当該成果物の内容を受注者の承諾なく自由に公表することができる。
　　　　③　受注者は、発注者が当該著作物の利用目的の実現のためにその内容を改変しようとするときは、その改変に同意する。（想定する内容は、写真の削除・追加、レイアウトの修正、施設・観光情報変更に係る情報の訂正、ページの削除・新規追加など。）
　　　　④　その他、著作権等で疑義が生じた場合は、別途協議の上決定する。
　　　　⑤　（５）内の規定は、（４）により第三者に委託した場合においても適用する。受注者は、第三者との間で必要な調整を行い、第三者との間で発生した著作権その他知的財産権に関する手続きや使用権料等の負担と責任を負うこと。
（６）業務履行にかかる費用
本業務において取材、制作に必要な一切の経費は、受注者において、全ての手続きを行い、その経費を負担すること。

（７）委託事項の順守・守秘義務
　　　　①　受注者は、本契約業務の実施にあたって、関係法令、条例及び規則等を順守すること。
　　　　②　受注者は、本履行により知り得た内容を第三者に漏らしてはならない。
8 業務に関する提案
受注者は、本仕様書と異なる事項または定めのない事項であっても、業務の目的を達成するためによりよい手法、技術またはアイデア等があるときは、発注者に対して積極的にこれを提案するものとする。
9 協議

本仕様書に定めのない事項または疑義が生じた場合、その都度受注者と発注者による協議を行い費用負担も含め決定するものとする。
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